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１．調査概要 

① 調査の目的 

山梨市の主な施策に対する、市民の満足度や必要度を把握し、住民のニーズに対応した施策を推進

するための基礎資料とする。併せて、総合計画に示された指標についても確認する。 

 

② 調査時期 

アンケート期間：平成３０年２月２３日（金）～３月１６日（金） 

 

③ 調査対象 

20歳以上の市民 2,000人を対象とした。 

標本抽出方法としては、市域を旧市町村 3区域に分け、母集団の大きさに応じて住民基本台帳から

層化無作為抽出を行った。 

 

④ 調査方法 

郵送配付・郵送回収方式 

 

⑤ アンケート内容 

大項目 小項目 対応設問 設問数 

山梨市の主な施策に対す

る今後の重要度 
施策に対する今後の重要度 問１ ２６ 

第２次山梨市まちづくり

総合計画「中期計画」の

指標等について 

公共交通機関の満足度 問２ １ 

第２次山梨市まちづくり

総合計画「中期計画」に

示された指標等について                                                                                                                                                      

老後の備えの不安 問３ １ 

スポーツイベントや体育行事の参加の有無について 問４ １ 

かかりつけ医について 問５ １ 

商品やサービスの購入時等の日頃からのトラブル回避について 問６ １ 

６５歳以上で日ごろ、食料品や日用品の買い物に不便を感じている人の

割合について 
問７ １ 

６５歳以上高齢者のうち、生きがい、やりがいを感じる人の割合につい

て 
問８ １ 

６５歳以上で訪問診療を受けている人の割合について 問９ １ 

防災について 

災害に強いまちづくりを推進するための取り組みについて 問１０ １１ 

災害に備えた公共施設等工事や整備の必要性・満足度について 問１１ ５ 

災害発生時の避難場所の認識について 問１２ １ 

気象情報・防災情報を得る手段 問１３ １ 

災害に備えた食料・非常用持ち出し品の備蓄 問１４ １ 

今後の公共施設のあり方

について 
公共施設の整備の進め方について 問１５ １ 

男女共同参画について 男女共同参画について 問１６ ８ 

子育て環境について 

住んでいる地域の子育てのしやすさについて 問１７ １ 

市の子育て支援体制に対する満足度 問１８ １ 

学校環境に対する親の満足度 問１９ １ 

生涯学習について 

「生涯学習」という用語の周知度 問２０ １ 

この１年に「生涯学習活動」を行った人の割合と目的 問２１ １ 

地区公民館事業への参加状況 問２２ １ 

地区公民館利用状況 問２３ １ 

地区公民館利用頻度 問２４ １ 

地区公民館事業に参加しない・地区公民館を利用しない理由 問２５ １ 

教室・講座の希望 問２６ １ 
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⑥回収結果 

送付数：2,000 

有効回収数：852 

有効回収率：42.6％ 

 

 各回答項目の構成比は、小数点第二位を四捨五入しているため、各項目の合計が 100％にならない

場合もあります。 
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２．回答者の属性 

①性別 

今回のアンケート調査で回答が得られた 852人のうち、「男性」は 44.6％、「女性」は 54.5％であ

った。 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ 件 ％ 

男性 380 44.6% 

女性 464 54.5% 

不明 8 0.9% 

計 852 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

44.6%
女性

54.5%

不明

0.9%

性別
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② 年齢 

今回のアンケート調査に回答した市民の年齢構成は、「60歳代」（22.9％）が最も多く、以下「70

歳以上」（21.8％）、「50歳代」（16.4％）、「40歳代」（14.6％）と続いた。一方、「20歳代」

（10.6％）は最も低い割合であった。 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ 件 ％ 

20 歳代 90 10.6% 

30 歳代 111 13.0% 

40 歳代 124 14.6% 

50 歳代 140 16.4% 

60 歳代 195 22.9% 

70 歳以上 186 21.8% 

不明 6 0.7% 

計 852 100.0% 

※平成 30 年 3 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳代

10.6%

30歳代

13.0%

40歳代

14.6%

50歳代

16.4%

60歳代

22.9%

70歳以上

21.8%

不明

0.7%

年齢
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③居住地区 

今回のアンケート調査に回答した市民の居住地の割合は、「加納岩地区」（17.7％）最も多く、以

下「日下部地区」（16.0％）、「山梨地区」（15.5％）、「日川地区」（11.2％）、「後屋敷地区」（9.5％）

と続いた。 

 

 

 

 

 

カテゴリ 件 ％ 

加納岩地区 151 17.7% 

日下部地区 136 16.0% 

山梨地区 132 15.5% 

日川地区 95 11.2% 

後屋敷地区 81 9.5% 

八幡地区 76 8.9% 

諏訪地区 61 7.2% 

中牧地区 39 4.6% 

岩手地区 27 3.2% 

三富地区 24 2.8% 

西保地区 19 2.2% 

不明 11 1.3% 

サンプル数 852 100.0% 

 

 

 

17.7%

16.0%

15.5%

11.2%

9.5%

8.9%

7.2%

4.6%

3.2%

2.8%

2.2%

1.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

加納岩地区

日下部地区

山梨地区

日川地区

後屋敷地区

八幡地区

諏訪地区

中牧地区

岩手地区

三富地区

西保地区

不明

居住地区
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④居住年数 

今回のアンケート調査に回答者した市民の本市への居住年数は、「30年以上」（60.0％）が最も多か

った。以下「20年以上 30年未満」（20.3％）、「10年以上 20年未満」（10.7％）と続いた。居住年数が

10年以上の回答者が 91.0％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ 件 ％ 

１年未満 9 1.1% 

１年以上５年未満 34 4.0% 

５年以上１０年未満 29 3.4% 

１０年以上２０年未満 91 10.7% 

２０年以上３０年未満 173 20.3% 

３０年以上 511 60.0% 

不明 5 0.6% 

計 852 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年未満, 1.1%

１年以上５年未満, 

4.0%

５年以上１０年

未満, 3.4%

１０年以上２０年

未満, 10.7%

２０年以上３０年

未満, 20.3%
３０年以上, 60.0%

不明, 0.6%

居住年数
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⑤家族構成 

今回のアンケート調査に回答した市民の家族構成は、「二世代（親・子）」（52.6％）が最も多

かった。以下、「夫婦のみ」（24.1％）、「三世代（親・子・孫）」（14.4％）、「一人暮らし」

（5.8％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ 件 ％ 

一人暮らし 49 5.8% 

夫婦のみ 205 24.1% 

二世代（親・子） 448 52.6% 

三世代（親・子・孫） 123 14.4% 

その他 18 2.1% 

不明 9 1.1% 

計 852 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人暮らし, 5.8%

夫婦のみ, 24.1%

二世代（親・

子）, 52.6%

三世代（親・

子・孫）, 

14.4%

その他, 2.1% 不明, 1.1%

家族構成
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⑥職業 

今回のアンケート調査に回答した市民の職業は、「会社員」（23.9％）が最も多く、以下、「無

職」（16.5％）、「自営業（農林水産業）」（13.5％）、「専業主婦・主夫」（12.0％）、「パート・ア

ルバイト・内職」（10.4％）、「公務員・団体職員（9.9％）、「自営業（商工業・サービス業・建

設業等）」（6.9％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.9%

16.5%

13.5%

12.0%

10.4%

9.9%

6.9%

2.7%

2.1%

1.5%

0.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

会社員

無職

自営業（農林水産業）

専業主婦・主夫

パート・アルバイト・内職

公務員・団体職員

自営業（商工業・サービス業・建設業等）

学生

その他

不明

自由業（医師・弁護士・税理士・僧侶等）

職業



9 

 

⑦通勤・通学先 

今回のアンケート調査に回答した市民の通勤・通学先は、「山梨市内」（32.4％）が最も多く、以下

「甲府市」が 9.9％、「笛吹市」が 6.5％、「甲州市」が 6.3％と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.4%

9.9%

6.5%

6.3%

4.2%

1.3%

3.5%

35.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

山梨市内

甲府市

笛吹市

甲州市

その他の山梨県内（国中地域）

その他の山梨県内（郡内地域）

その他

不明

通勤・通学先
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３．山梨市の主な施策に対する今後の重要度 

市の今後の各施策をどの程度重要であると考えているのかを、重要度としてたずねた。 

「きわめて重要である」、「かなり重要である」、「まあ重要である」、「あまり重要ではない」の 4

段階でたずねた。 

「きわめて重要である」が最も高かったのは、「保健・医療の充実」（51.4％）であり、以下「子

育て支援の充実」（41.3％）、「高齢者、障害者福祉の充実」（40.5％）の順となっている。

 

51.4%

41.3%

40.5%

39.2%

35.4%

31.6%

30.9%

27.8%

26.3%

26.1%

25.0%

24.4%

23.4%

22.5%

22.4%

22.3%

22.2%

20.3%

14.6%

12.7%

12.0%

11.3%

10.4%

8.6%

7.7%

7.6%

35.1%

34.2%

37.4%

37.9%

36.6%

35.7%

34.5%

40.1%

36.4%

34.5%

30.9%

34.0%

32.3%

33.7%

44.6%

35.9%

38.7%

30.6%

29.5%

26.5%

27.1%

23.6%

22.9%

26.2%

21.4%

24.3%

10.4%

18.8%

16.8%

18.9%

22.3%

27.8%

28.6%

27.2%

28.8%

30.0%

32.7%

32.4%

35.6%

32.0%

28.9%

32.4%

32.4%

37.1%

43.3%

46.9%

45.4%

42.0%

48.4%

48.2%

50.4%

46.1%

0.8%

2.0%

2.5%

1.4%

2.3%

1.9%

2.2%

1.5%

4.8%

6.1%

8.3%

6.3%

6.0%

8.6%

1.5%

6.1%

3.6%

9.2%

9.2%

10.7%

12.4%

20.2%

15.6%

13.6%

17.4%

18.8%

2.2%

3.8%

2.8%

2.6%

3.3%

3.1%

3.8%

3.3%

3.8%

3.3%

3.1%

2.8%

2.8%

3.2%

2.6%

3.3%

3.1%

2.8%

3.5%

3.2%

3.1%

2.9%

2.7%

3.4%

3.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健・医療の充実

子育て環境の充実

高齢者、障害者福祉の充実

防災体制の充実

水道の安定供給

義務教育の充実

行財政運営の効率化

防犯体制の充実

開かれた行政の推進

魅力ある商工業の振興

公共交通機関の充実（市営バス等）

身近な生活道路の整備

歩道等の整備、充実

地域特性のある農業・林業の振興

ごみ処理・環境美化の推進

地域資源を生かした観光振興

下水道などの排水処理

国道・県道など幹線道路との整備

公園整備、環境の保全

文化遺産の保存、地域文化の継承

生涯学習の推進、文化・スポーツの振興

太陽光などの自然エネルギーの普及促進

公営住宅や宅地の整備

案内・誘導表示などサインの設置

NPOなど市民活動の支援

男女共同参画の推進

問1：山梨市の主な施策に対する重要度

きわめて重要である かなり重要である まあ重要である あまり重要ではない 不明
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４．第２次山梨市まちづくり総合計画「中期計画」の指標等について 

 鉄道やバスなどの公共交通機関にどの程度満足しているかを、「満足している」、「やや満足してい

る」、「やや不満である」、「不満である」の 4段階でたずねた。「満足している」が 6.3％、「まあ満足

している」が 39.1％、「やや不満である」が 31.9％、「不満だ」が 20.2％という結果だった。 

 

 

 

 

 

 年齢別にみると、「満足している」、「まあ満足している」の合計の割合が一番高かったのは 70歳

以上の人（52.60％）であった。 

 

 

 

 

満足している, 

6.3%

まあ満足してい

る, 39.1%

やや不満である, 

31.9%

不満だ, 20.2%

不明, 2.5%

問2：公共交通機関の満足度

5.56%

9.01%

6.45%

5.71%

4.62%

6.99%

43.33%

40.54%

29.03%

30.71%

42.56%

45.70%

33.33%

31.53%

37.90%

32.86%

30.26%

28.49%

16.67%

17.12%

25.81%

27.86%

19.49%

15.05%

1.11%

1.80%

0.81%

2.86%

3.08%

3.76%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問2：公共交通満足度

満足している まあ満足している やや不満である 不満だ 不明
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５．第２次山梨市まちづくり総合計画「中期計画」に示された指標等について  

① 老後の備えの不安について 

 老後の備えの不安についてたずねたところ、「不安がある」が 51.5％で最も多かった。以下、

「やや不安がある」（34.4％）、「あまりない」（11.2％）、「まったくない」（1.6％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別で見ると、「不安がある」と答えた人の割合が最も高かったのは 40歳代（59.68％）で

あった。次に、30歳代も 56.76％と高い割合だった。一方、最も低かったのは 70歳以上

（40.86％）であった。 

 

 

 

不安がある, 

51.5%
やや不安がある, 

34.4%

あまりない, 

11.2%

まったくない, 

1.6%

不明, 1.3%

問3：老後の備えの不安

50.00%

56.76%

59.68%

57.14%

49.23%

40.86%

32.22%

32.43%

31.45%

30.00%

36.41%

40.32%

15.56%

8.11%

4.84%

9.29%

11.79%

16.13%

1.11%

1.80%

2.42%

0.71%

1.03%

2.69%

1.11%

0.90%

1.61%

2.86%

1.54%

0.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問3：老後の備えの不安

不安がある やや不安がある あまりない まったくない 不明
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② スポーツイベントや体育行事への参加の有無について 

 スポーツイベントや体育行事に参加しているかたずねたところ、「いいえ」が 66.7％と最も高

かった。 

 

 
 

 

 また、年齢別では 70歳以上の参加割合が 37.63％と一番多かったが、20歳代の参加割合が

21.11％と少ないことが分かった。 

 

 

 

 

 

はい, 32.0%

いいえ, 66.7%

不明, 1.3%

問4：スポーツイベントや体育行事に参加しているか

はい いいえ 不明

21.11%

28.83%

33.87%

36.43%

29.23%

37.63%

78.89%

70.27%

66.13%

60.00%

68.72%

62.37%

0.00%

0.90%

0.00%

3.57%

2.05%

0.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問4：スポーツイベントや体育行事への参加の有無

はい いいえ 不明
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③ かかりつけ医について 

かかりつけ医を決めているかたずねたところ、「はい」が 74.6％、「いいえ」が 24.3％であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 年齢別では、70歳以上でかかりつけ医を決めている人が 88.17％と最も高い割合だった。一

方、50歳代でかかりつけ医を決めている人の割合が 65.00％と最も少なかった。 

 
 

 

はい, 

74.6%

いいえ, 

24.3%

不明, 1.1%

問5：かかりつけ医を決めているか

67.78%

72.07%

70.16%

65.00%

75.38%

88.17%

32.22%

27.03%

29.84%

31.43%

23.59%

11.29%

0.00%

0.90%

0.00%

3.57%

1.03%

0.54%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問5：かかりつけ医を決めているか

はい いいえ 不明
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④ 商品やサービスの購入時の日ごろからトラブル回避を心がけている市民の割合 

 商品やサービスの購入時に日ごろからトラブルがないように心がけているかについては、「は

い」が 88.0％、「いいえ」が 10.2％という結果であった。 

 

 

  

 

 年齢別でみると、「はい」と答えた人の割合が一番高かったのは 70歳以上の人（95.16％）だ

った。 

 

 

はい, 88.0%

いいえ, 

10.2%

不明, 1.8%

問6：商品やサービスの購入時に日ごろか

らトラブルがないように心がけているか

82.22%

81.08%

87.90%

88.57%

87.18%

95.16%

17.78%

17.12%

10.48%

7.86%

10.26%

4.30%

0.00%

1.80%

1.61%

3.57%

2.56%

0.54%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問6：商品やサービスの購入時に日ごろか

らトラブルがないように心がけているか

はい いいえ 不明



16 

 

 

⑤ ６５歳以上で日ごろ、食料品や日用品の買い物に不便を感じている人の割合について 

 「あまり感じない」（34.6％）が一番多かった。以下、「やや感じる」（18.4％）、「感じない」

（16.3％）、「感じている」（11.0％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感じている, 

11.0%

やや感じる, 

18.4%

あまり感じない, 

34.6%

感じない, 

16.3%

不明, 

19.7%

問7：食料品や日用品の買い物に不便を

感じているか
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⑥ ６５歳以上高齢者のうち、生きがい、やりがいを感じる人の割合について 

 「感じている」（27.0％）、「やや感じる」（32.8％）の割合を合わせると 59.8％となり、半数

以上の人が生きがいを感じているという結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感じている, 

27.0%

やや感じる, 

32.8%

あまり感じない, 

21.0%

感じない, 2.9%

不明, 16.3%

問8：生きがいを感じている人の割合
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⑦ ６５歳以上で訪問診療を受けている人の割合について 

 訪問診療を受けていない人が 80.8％と高い結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受けている, 

2.9%

受けていない, 

80.8%

不明, 16.3%

問9：訪問診療を受けている人の割合
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６．防災について 

① 災害に強いまちづくりを推進するための取り組みについて 

 「絶対必要である」、「かなり必要である」の合計の割合が最も高かったのは、「防災情報の伝

達体制の整備」（85.1％）で、以下「給水体制の整備や食料品・衣料品など災害対策用品の備

蓄」（83.5％）、「救命救急・搬送体制の整備」（83.6％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.5%

43.9%

43.7%

43.5%

43.3%

37.8%

36.0%

30.4%

24.5%

16.4%

5.1%

34.0%

41.2%

37.8%

38.1%

40.3%

43.8%

40.4%

41.1%

40.8%

42.0%

3.6%

13.0%

10.8%

15.4%

14.4%

13.1%

14.9%

19.4%

23.7%

28.2%

34.4%

2.7%

0.8%

0.8%

0.9%

1.2%

0.5%

0.8%

1.4%

2.0%

3.4%

4.5%

2.0%

2.6%

3.3%

2.2%

2.7%

2.8%

2.7%

2.8%

2.8%

3.1%

2.7%

86.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

給水体制の整備や食料品・

衣料品など災害対策用品の備蓄

防災情報の伝達体制の整備

避難所や避難経路の周知・整備

緊急輸送路の確保・整備

救命救急・搬送体制の整備

消火栓や防火水槽、用水路の整備

耐震化の推進など、危険な地域や

建物の調査・改善

地域の自主防災組織の育成・強化

消防団員の育成・確保

市民参加による防災訓練の実施

その他

問10：災害に強いまちづくりを推進するための取り組み

について

絶対必要である かなり必要である 場合によって必要である 必要でない 不明
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② 災害に備えた公共施設等工事や整備の必要性・満足度について 

 災害に備えた公共施設等工事や整備をどの程度必要としているのかといることと、各工事や

整備にその程度満足しているのかを、必要性と満足度としてたずねた。必要性については「絶

対必要である」、「かなり必要である」、「場合によって必要である」、「必要でない」の 4段階で

たずねた。また、満足度については、「満足している」、「やや満足している」、「やや不満であ

る」、「不満だ」の 4段階でたずねた。 

 集計に当たっては、必要性、満足度が高い選択肢から各々4点、3点、2点、1点を割り振

り、各施策について回答者の平均点を算出した。この結果について、必要性を横軸に、満足度

を縦軸にとり、散布図形式で示した。なお、図中に示した点線は、必要性、満足度の全体の平

均値を表している。 

 

 

 

 

 

 「避難所整備」、「防災倉庫整備」については、必要性は高いが、満足度が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災倉庫整備

避難所整備

道路の無電柱化工

事

橋の耐震化工事

公民館等公共施設

耐震化工事

1.74

1.76

1.78

1.80

1.82

1.84

1.86

1.88

1.90

1.92

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50

満
足
度

必要性

  カテゴリ 満足度 

1 公民館等公共施設耐震化工事 1.90 

2 橋の耐震化工事 1.86 

3 道路の無電柱化工事 1.81 

4 避難所整備 1.79 

5 防災倉庫整備 1.76 

 カテゴリ 必要性 

1 避難所整備 3.10 

2 橋の耐震化工事 3.08 

3 防災倉庫整備 3.04 

4 公民館等公共施設耐震化工事 2.86 

5 道路の無電柱化工事 2.37 
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③ 災害発生時の避難場所の認識について 

 「災害発生時の避難場所を知っているか」についてたずねたところ、「はい」（84.6％）、「い

いえ」（14.0％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい, 84.6%

いいえ, 14.0%

不明, 1.4%

問12：災害発生時の避難場所を知っているか
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④ 気象情報・防災情報を得る手段について 

 「防災行政無線放送」（66.43％）が最も高く、以下「ケーブルテレビ文字放送」（38.26％）、

「電子メール配信（自己申請登録型）」（25.47％）の順に回答が多い結果となっている。 

 

 

 

 また、年齢別にみると「防災行政無線放送」を手段にしている人の割合は、年齢が高くなる

につれ上がっている。一方、「ツイッター」は 20歳代での割合が 51.11％と高かった。 

 

 

66.43%

38.26%

25.47%

12.56%

10.68%

2.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

防災行政無線放送

ケーブルテレビ文字放送

電子メール配信（自己申請登録型）

ツイッター

その他

不明

問13：気象情報・防災情報を得る手段

53.33%

53.15%

54.84%

64.29%

73.33%

83.33%

24.44%

33.33%

45.97%

36.43%

20.51%

4.84%

51.11%

20.72%

8.06%

5.71%

5.13%

5.38%

31.11%

42.34%

34.68%

39.29%

50.26%

27.96%

10.00%

13.51%

10.48%

14.29%

6.67%

10.75%

3.33%

0.90%

1.61%

0.71%

1.54%

1.61%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問13：気象情報・防災情報を得る手段

防災行政無線放送 電子メール配信（自己申請登録型）

ツイッター ケーブルテレビ文字放送

その他 不明
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⑤ 災害に備えた食料・非常用持ち出し品の備蓄について 

 「備蓄を考えている」（41.5％）が最も高く、以下「非常用持ち出し品だけ備蓄している」（18.5％）、

「両方を備蓄している」（18.4％）と続いた。 

 

 

 

 年齢別にみると、「両方を備蓄している」と答えた人の割合は 20歳代が 26.67％と一番多かっ

た。「非常用持ち出し品だけ備蓄している」人の割合は 70歳以上が 28.49％と一番高かった。 

 

 

 

 

41.5%

18.5%

18.4%

11.5%

7.6%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

備蓄を考えている

非常用持ち出し品だけ備蓄している

両方を備蓄している

食料だけ備蓄している

備蓄の予定はない

不明

問14：災害に備えた食料品や非常用持ち出し品の備蓄

26.67%

18.92%

25.00%

17.86%

16.92%

12.37%

8.89%

10.81%

10.48%

15.71%

10.77%

11.29%

5.56%

22.52%

15.32%

13.57%

18.97%

28.49%

48.89%

38.74%

39.52%

46.43%

42.05%

36.56%

7.78%

8.11%

8.87%

6.43%

9.23%

5.91%

2.22%

0.90%

0.81%

0.00%

2.05%

5.38%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問14：災害に備えた食料・非常用持ち出し品の備蓄

両方を備蓄している 食料だけ備蓄している 非常用持ち出し品だけ備蓄している

備蓄を考えている 備蓄の予定はない 不明
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７. 今後の公共施設のあり方について 

今後の公共施設の整備のあり方への問いに対しては「適正な施設の数や大きさを見直し、統廃合

を行い不要な施設は減らしていく」が 62.6％、「現状の施設を維持し、同規模での建替えを進めて行

く」が 25.6％、「公共施設は充実しているので、大幅に減らしていく」が 4.5％、「公共施設等が不

足しているから、新規建設を行い増やしていく」が 4.1％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設等が不足してい

るから、新規建設を行い

増やしていく, 4.1%

現状の施設を維

持し、同規模で

の建替えを進め

て行く, 25.6%

適正な施設の数や大

きさを見直し、統廃

合を行い不要な施設

は減らしていく, 

62.6%

公共施設等は過

剰なので、大幅

に減らしてい

く, 4.5%

不明, 3.3%

問15：今後の公共施設の整備の進め方
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８. 男女共同参画について 

「男女共同参画」という言葉の認識度は 85.45％と高くなっている。 

しかし、「職場」において男女の地位が平等だと感じるとの回答は 35.33％となり、低い数値にと

どまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.45%

75.00%

67.84%

62.09%

35.33%

33.57%

6.81%

2.70%

13.03%

22.54%

30.05%

35.33%

57.39%

60.45%

90.38%

90.14%

1.53%

2.46%

2.11%

2.58%

7.28%

5.99%

2.82%

7.16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「男女共同参画社会」という言葉を

聞いたことがある

「配偶者暴力防止法（DV法）」

を知っている

「仕事と生活の調和（ワークライフバランス）」

という言葉を聞いたことがある

ドメスティックバイオレンス（DV）に関する

相談窓口があることを知っている

「職場」において、男女の地位は

平等だと感じる

「仕事と生活の調和（ワークライフバランス）」

がとれていると感じる

ドメスティックバイオレンス（DV）

を受けたことがある

平成29年度中に、育児休業を取得または、

取得見込みの男性が同じ世帯にいる

問16：男女共同参画について

はい いいえ 不明
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男女別に見ると、「職場」において、男女の地位が平等と感じている女性の割合は男性より低く

なっている。 

 

 

 

 

 

85.53%

85.78%

66.58%

68.97%

33.68%

33.84%

4.74%

8.19%

74.47%

75.65%

56.05%
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1.32%
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2.16%
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5.82%

2.37%

2.80%

2.11%

2.37%

2.63%

2.16%

5.79%
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女性

男性

女性

男性
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女性

性別×問16：男女共同参画について

はい いいえ 不明

「男女共同参画社会」という言葉を聞い
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「仕事と生活の調和（ワークライフバラ

ンス）」という言葉を聞いたことがある

「仕事と生活の調和（ワークライフバラ

ンス）」がとれていると感じる

ドメスティックバイオレンス（DV）を受

けたことがある

「配偶者暴力防止法（DV法）」を知って

いる

ドメスティックバイオレンス（DV）に関

する相談窓口があることを知っている

「職場」において、男女の地位は平等だ

と感じる

平成29年度中に、育児休業を取得また

は、取得見込みの男性が同じ世帯にいる
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９. 子育て環境について 

① 住んでいる地域の子育てのしやすさについて 

 「どちらかといえば思う」（47.8％）が一番多く、以下、「思う」（20.8％）、「どちらかと

いえば思わない」（18.9％）、「思わない」（7.4％）と続いた。 

 

 
 

 

年齢別に、「思う」と「どちらかといえば思う」を足した割合をみると、50歳代が

78.57％と最も多かった。30歳代は 61.26％と最も少ない割合だった。 

 

 

 

思う, 20.8%

どちらかといえ

ば思う, 47.8%

どちらかといえ

ば思わない, 

18.4%

思わない, 

7.4%

不明, 

5.6%

問17：子育てしやすいと思うか

22.22%

12.61%

24.19%

21.43%

15.90%

26.34%

45.56%

48.65%

45.97%

57.14%

49.23%

42.47%

22.22%

24.32%

21.77%

14.29%

19.49%

12.37%

7.78%

14.41%

5.65%

5.00%

8.21%

5.38%

2.22%

0.00%

2.42%

2.14%

7.18%

13.44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問17：子育てしやすいと思うか

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない 思わない 不明
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② 子育て支援環境に対する満足度について 

 「まあ満足している」（51.3％）が一番多く、以下、「あまり満足していない」（21.2％）、

「満足している」（9.6％）、「満足していない」（5.2％）と続いた。 

 

 

 
 

 

 年齢別に、「思う」と「どちらかといえば思う」を足した割合をみると、50歳代が

74.29％と最も多かった。30歳代は 51.36％と最も少ない割合だった。 

 

 

 

 
 

満足し

ている, 

9.6%

まあ満足している, 

51.3%

あまり満足

していない, 

21.2%

満足していない, 

5.2%

不明, 12.7%

問18：子育て支援体制に満足しているか

14.44%

6.31%

11.29%

10.00%

6.67%

11.29%

46.67%

45.05%

49.19%

64.29%

54.87%

45.70%

28.89%

34.23%

27.42%

16.43%

16.92%

14.52%

3.33%

10.81%

6.45%

1.43%

5.64%

3.76%

6.67%

3.60%

5.65%

7.86%

15.90%

24.73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問18：子育て支援体制に満足しているか

満足している まあ満足している あまり満足していない 満足していない 不明
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③ 学校環境に対する親の満足度 

 小学生・中学生の子どもがいる人に学校環境に対する満足度を聞いたところ、「まあ満足

している」（33.1％）が一番多かった。以下、「ふつう」（28.4％）、「満足している」

（21.6％）「やや不満である」（11.5％）、「不満だ」（5.4％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足している, 

21.6%

まあ満足して

いる, 33.1%

ふつう, 28.4%

やや不満で

ある, 11.5%

不満だ, 5.4%

問19：学校環境に満足しているか



30 

 

１０．生涯学習について 

① 「生涯学習」という言葉の周知度について 

 「聞いたことはあるが、内容はよくわからない」（49.2％）が最も多かった。以下、「聞い

たこともあり、内容も理解している」（43.1％）、「聞いたことがない」（2.9％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞いたことがあ

り、内容も理解

している, 

43.1%聞いたことはあるが、

内容はよくわからない, 

49.2%

聞いたことがな

い, 2.9%
不明, 4.8%

問20：「生涯学習」という言葉を聞いたことがあるか
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② この１年に「生涯学習活動」を行った人の割合と目的 

 「行っていない」（68.31％）と答えた人の割合が最も多かった。目的別では「人生を豊か

にするため」（10.80％）が一番多い結果となった。 

 
 年齢別にみると、30歳代、40歳代の「行っていない」の割合が高かった。目的別で見る

と、「人生を豊かにするため」と答えた人は 70代の割合が 13.40％と最も高くなった。「そ

の活動が好きだから」と答えた人は 20歳代の割合が 6.45％と最も高くなった。「地域や社

会をより良くするため」と答えた人は 70歳代の割合が 8.25％と最も高くなった。 

 

行なっていない, 

68.31%

人生を豊かにす

るため, 10.80%

その活動が好きだか

ら, 4.34%

地域や社会をより良

くするため, 4.69%

その他, 1.76%

不明, 12.44%

問21：この１年に「生涯学習活動」を行った人の

割合と目的

68.82%

74.11%

74.40%

73.61%

66.16%

52.06%

9.68%

8.93%

4.80%

9.72%

13.13%

13.40%

6.45%

0.89%

5.60%

2.78%

4.04%

5.67%

0.00%

3.57%

5.60%

2.78%

4.55%

8.25%

4.30%

2.68%

0.80%

2.08%

0.51%

1.55%

10.75%

9.82%

8.80%

9.03%

11.62%

19.07%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問21：この１年に「生涯学習活動」を行った人

の割合と目的

行なっていない 人生を豊かにするため その活動が好きだから

地域や社会をより良くするため その他 不明
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③ 地区公民館事業への参加状況について 

 半数以上が「参加したことがある」（58.3％）と答えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加したことが

ある, 58.3%

参加したことが

ない, 38.8%

不明, 2.8%

問22：地区公民館事業への参加状況
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④ 地区公民館利用状況 

 半数以上が「利用したことがある」（55.5％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したことがあ

る, 55.5%
利用したことがな

い, 41.4%

不明, 3.1%

問23：地区公民館施設（部屋）の利用状況
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⑤ 地区公民館利用頻度 

 「年に数回」（72.7％）が最も多く、以下、「月に数回」（14.5％）、「週に数回」（1.6％）

と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週に数回, 1.6%

月に数回, 

14.5%

年に数回, 72.7%

不明, 11.2%

問24：地区公民館施設（部屋）の利用頻度
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⑥ 地区公民館事業に参加しない・地区公民館を利用しない理由 

 問 22、23で参加したことがない、利用したことがないと答えた方のみに理由をたずねた

ところ「関心・興味がない」が 27.4％、「仕事・育児などで時間がない」が 23.7％、「希望

する講座・教室がない」が 17.8％、「公民館までの交通手段がない」が 1.5％、「公民館があ

ることを知らなかった」が 0.9％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.4%

23.7%

17.8%

1.5%

0.9%

6.8%

21.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

関心・興味がない

仕事・育児などで時間がない

希望する講座・教室がない

公民館までの交通手段がない

公民館があることを知らなかった

その他

不明

問25：地区公民館事業に参加しない・

地区公民館施設（部屋）を利用しない理由
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⑦ 教室・講座の希望 

 「健康・スポーツ」（30.30％）の割合が最も多かった。以下、「家庭生活に役立つ技能」

（22.10％）、「歴史・史跡」（9.30％）、「防災」（8.30％）と続いた。 

 

 

 

 

 

 

 また、年齢別にみると、「健康・スポーツ」では 20歳代の希望割合が一番多くなった。

「家庭生活に役立つ技能」、「防災」では 30歳代の希望割合が一番多くなった。「歴史・史

跡」では 70歳以上の希望割合が一番多くなった。 

 

 
 

 

 

健康・スポーツ, 

30.30%

家庭生活

に役立つ

技能, 

22.10%

歴史・

史跡, 

9.30%

防災, 

8.30%

その他, 4.40%

不明, 25.60%

問26：どのような教室、講座を希望するか

39.81%

30.60%

29.93%

31.18%

29.78%

26.17%

22.33%

28.36%

23.13%

21.76%

23.56%

14.95%

6.80%

5.22%

8.16%

9.41%

9.33%

14.02%

6.80%

10.45%

10.20%

8.24%

6.67%

8.41%

5.83%

4.48%

5.44%

4.71%

4.00%

3.27%

18.45%

20.90%

23.13%

24.71%

26.67%

33.18%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

年齢×問26：教室・講座の希望

健康・スポーツ 家庭生活に役立つ技能 歴史・史跡 防災 その他 不明
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１１．アンケート調査票 
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